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解決すべき課題
・ゴミのポイ捨て

→街の景観が損なわれる

→ポイ捨てがポイ捨てを誘発する

・ゴミのポイ捨てランキング

1位江戸川区、2位渋谷区、3位大田区

出典：https://www.swissinfo.ch/jpn/society/

：

https://news.mynavi.jp/article/20150803-a318/

https://www.swissinfo.ch/jpn/society/


渋谷区のポイ捨て対策の現状
・きれいなまち渋谷をみんなでつくる条例（平成10年4月1日施行）

・渋谷区分煙ルール（平成15年8月施行）

・ハロウィーンなどのイベント時にボランティア清掃員を配置

現状

・条例やルールの施行以降、目に見える変化なし（ルールは法的拘束力なし）

・条例違反者の取り締まりはほとんど行われていない

（渋谷区役所環境政策課きれいなまちづくり係より）



コンセプト

捨てたら得するサービス

そもそも人はなぜポイ捨てをするのか？

・わざわざゴミ箱を探して捨てるのがめんどくさい

・ゴミ箱がいっぱいになっていて捨てられない

⇒「捨てたら得する」サービスによって街の美化を実現



解決手段
スマートゴミ箱BigBellyとポイントアプリの連携

・BigBelly Solar

→ゴミ回収の効率化

→ゴミ箱の配置の最適化

・ポイントアプリ

→ゴミをBigBellyに捨てたらポイントがたまる

→貯めたポイントは渋谷区内のコンビニ全店で使える



イメージ図



利用シーン
【どこで】渋谷

【誰に】20～30代の若者

【どの場面】

1．ゴミを捨てるとき

2．ポイントを使って買い物するとき

（東急データライブラリーより）

東急線 利用者の性年代別構成比（上：渋谷駅、下：東急線全体）



概要
アプリの概要

ごみを捨てた際にユーザーのアカウントにポイントを付与する

対象となるごみ

ペットボトル、ビン、缶等のバーコードがついたごみ

ゴミの識別方法

バーコードの読取りでごみを識別する。



概要

ユーザーの識別方法

ごみを捨てる際にゴミ箱についている読取機に

アプリを起動したスマホをかざすことでユーザーを特定する。



概要

ポイント用途

ポイントは区内の商業施設で使用可能

例）OO円引きクーポン

使用方法

QRコードをスマホに表示させ、

読み取りに使うことでコストを削減



ビジネスモデル



BigBerryの仕様
１台当たりの価格はオープン価格とのことで不明。

元がアメリカの企業のもののようで、

導入規模や、為替レートなどによって価格が

上下するのかもしれない。



BigBerryの導入の実例



周知方法
・渋谷駅構内や駅周辺の広告媒体を利用．

具体的には，J・ADビジョン渋谷ハチ公改札とハチコーボードの広告を利用．

・ハロウィン開催時に街頭ビジョンで宣伝．

・YouTuberとタイアップ．



渋谷の広告について
・J・ADビジョン渋谷ハチ公改札とは

渋谷駅ハチ公改札前に設置されたデジタルサイネージ．

広告は6分に1回、ロール形式にて放映．

若者向け広告に適している．

出典：https://www.transit-ad.com/line/jreast/digitalposter/jad-shibuya/



渋谷の広告について
・ハチコーボードとは

ハチ公前広場から駅宿舎を見ると目に入る．

ハチ公前利用者に訴求可能．

出典：https://www.transit-ad.com/line/jreast/board/shibuya-hachikoboad/



街頭ビジョンについて
・スクランブル交差点の街頭ビジョンを利用．

出典：http://www.oogata-vision.com/closeup/index.html



YouTuberとのタイアップ
・実際にゴミ箱を使用している動画を配信してもらう．

・ゴミ拾いをしている場面もあるとよい．



類似サービスとの違い
・waon（ペットボトル，古紙，紙パック）、nanaco（ペットボトル）との違い

・サービスを利用できる地域の違い．

・ゴミ投函の際に下処理の必要なし．

・ポイント還元率．


